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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期

第３四半期
累計期間

第30期

第３四半期
累計期間

第29期

会計期間

自平成24年
２月１日
至平成24年
10月31日

自平成25年
２月１日

至平成25年
10月31日

自平成24年
２月１日
至平成25年
１月31日

売上高（千円）  1,352,888  773,992  1,907,613

経常損失(△)（千円）  △146,567  △306,633  △117,064

四半期（当期）純損失(△)（千円）  △145,082  △277,380  △70,636

持分法を適用した場合の投資利益又は

投資損失（△）（千円）
△22,529 － －

資本金（千円） 1,128,423 1,139,716 1,128,423

発行済株式総数（株） 40,715 4,221,500 40,715

純資産額（千円）  53,218  △127,328  130,587

総資産額（千円）  961,862  514,990  904,387

１株当たり四半期（当期）純損失

(△)（円）
 △36.60  △67.67 △17.76

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％）  5.5  △24.8 14.4

　

回次
第29期

第３四半期
会計期間

第30期

第３四半期
会計期間

会計期間

自平成24年
８月１日
至平成24年
10月31日

自平成25年
８月１日

至平成25年
10月31日

１株当たり四半期純損失(△)（円）  △27.03  △36.73

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２．第29期第３四半期累計期間、第30期第３四半期累計期間及び第29期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期（当期）純損失であるため記載して

おりません。

　　　　３. 当社は、平成25年７月９日開催の取締役会決議に基づき、平成25年８月１日付で、普通株式１株を100株に

株式分割するとともに、１単元の株式の数を100株とする単元株制度を採用いたしました。このため、当該

株式分割が前事業年度の期首に行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純損失金額を算定しておりま

す。　

       ４. 第29期及び第30期第３四半期累計期間の持分法を適用した場合の投資利益につきまして、関連会社でありま

した江蘇舜天夢島時装有限公司は平成25年１月10日付にて締結した出資持分譲渡契約に基づき、北京金兆宏

業投資有限公司に出資持分(30％)の全部を譲渡したことから、記載しておりません。
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２【事業の内容】

 当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

(重要事象等について）

　当第３四半期累計期間の業績は、世界経済の先行き不透明感や消費者の節約志向による買い控えなど個人消費が低

迷する中において、急激な円安による商品原価の上昇や為替差損が発生するなど厳しい経営環境の中で推移いたしま

した。その結果、売上高は773,992千円、営業損失は273,955千円、経常損失は306,633千円、四半期純損失は277,380

千円計上したことから127,328千円の債務超過の状態となりました。このような売上高の大幅な減少及び多額の損失

を計上している状況から、継続企業の前提に重要な疑義が存在しており、収益性と財務体質の早急な改善を迫られて

おります。

　

２【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。　

(1) 経営成績の分析 

　当第３四半期累計期間におけるわが国の経済情勢は,東日本大震災からの復興需要が継続するなか、平成24年12月

の政権交代による金融緩和等の経済政策に対する期待感から、為替相場が円安に転じるとともに株価上昇が続くな

ど、景気回復感が緩やかに高まっているものの、デフレ傾向からの脱却まで至っておらず、税制改正、欧州債務危機

や新興国の成長鈍化などの懸念材料も見られ、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

　また、当社が属しておりますカジュアルウェア市場におきましては、個人消費は、相変わらず節約・低価格志向が

強く慎重な消費行動が続いております。また、大手得意先のPB化傾向の拡大、２月の低気温により春物の立ち上がり

時期の販売動向の不振、予想以上に残夏が長期化したために秋物商材の販売動向の不振や、冬物商材立ち上がり投入

時期が遅れなるど、大変厳しい市場環境の中での推移となりました。さらに、当社では円安による商品原価の上昇や

為替差損の発生などが新たな負担要因となり、取り巻く経営環境はますます厳しくなっております。

　このような状況の中、当社におきましては基幹事業であります卸売事業で「RUSS－K」（ラス・ケー）及び「Piko

Hawaiian Longboard Wear」（ピコ）を中心に主力得意先毎への商品提案の強化を行い販売活動に努めました。ま

た、中国沿海部における労働力不足に対応するとともに、人件費や物価の高騰と円安に伴う商品原価の上昇を抑制す

るために、中国国内の生産・物流体制の見直しを行ってまいりました。

 小売事業では、催事販売等においてプロパー商品及びキャリー商品の余剰在庫の消化を積極的に行いました。

 ライセンス事業では、卸売事業とのシナジー効果を高めることを目的に、サブライセンシー各社との協業を行い、

ビジネスモデルの構築を推進してまいりました。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は、773,992千円（前年同期比42.8%減）、営業損失は273,955千円

（前年同期は営業損失127,494千円）、経常損失は306,633千円（前年同期は経常損失146,567千円）、四半期純損失

は277,380千円（前年同期は四半期純損失145,082千円）となりました。
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(2) 財政状態の分析

 資産、負債及び純資産の状況

　（資産）

　　当第３四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末に比べて136,324千円減少し350,671千円となりま

した。この主な要因は、たな卸資産が29,343千円増加したものの、受取手形及び売掛金が151,610千円、現金及

び預金が31,361千円減少したことと等によるものであります。固定資産は、前事業年度末に比べて、253,073千

円減少し164,318千円となりました。この主な要因は、建物、土地を売却したこと等により有形固定資産が

212,204千円、投資有価証券を売却したこと等により投資その他の資産が22,440千円減少したこと等によるもの

であります。

　　これらの結果、当第３四半期会計期間の総資産は、前事業年度末に比べて389,397千円減少し514,990千円とな

りました。　

 （負債）      

　　当第３四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末に比べて102,348千円減少し639,604千円となりま

した。この主な要因は、支払手形及び買掛金が113,230千円増加したものの、短期借入金が201,548千円減少した

こと等によるものであります。固定負債は、前事業年度末に比べて29,132千円減少し2,714千円となりました。

この主な要因は、長期借入金が28,668千円、繰延税金負債が2,086千円減少したこと等によるものであります。

 （純資産）     

　　当第３四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べて257,916千円減少し△127,328千円となりま

した。この主な要因は、新株予約権の行使に伴う新株式発行により資本金及び資本剰余金が各々11,292千円増加

したものの、四半期純損失を277,380千円計上したことによるものであります。　

 

(3) 対処すべき課題

   当第３四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

   該当事項はありません。

　

(5) 重要事象等についての分析と対応策

　当第３四半期累計期間の業績は、世界経済の先行き不透明感や消費者の節約志向による買い控えなど個人消費が

低迷する中において、急激な円安による商品原価の上昇や為替差損が発生するなど厳しい経営環境の中で推移いた

しました。その結果、売上高は773,992千円、営業損失は273,955千円、経常損失は306,633千円、四半期純損失は

277,380千円計上いたしましたことから127,328千円の債務超過の状態となりました。このような売上高の大幅な減

少及び多額の損失を計上している状況から、継続企業の前提に重要な疑義が存在しており、収益性と財務体質の早

急な改善を迫られております。

　当社は、当該状況を解消し、安定的な収益を確保できる企業体質を構築するために、営業活動では、既存ブラン

ドについて現在のポジショニングの分析を行い、細分化することで、ブランドポートフォリオの見直しを行い、市

場規模に適した戦略を立案し収益の確保に努めてまいります。併せて、マーケット規模の確保を目指し、新規取引

先の開拓や現在取引休眠中の得意先の回復などを行い、収益の確保に努めてまいります。また、昨今の中国におけ

る労働環境の逼迫や円安による著しいコスト上昇に対応するべく、生産供給体制の見直しを進めており、安定的で

競争力のある商品供給が可能となる仕入先の開発を行ってまいります。　

　一方、販売費及び一般管理費につきましても、引き続き様々なコスト削減の努力を行いコスト構造の改善に努め

てまいります。

　また、資金調達の手段も検討中であり、財務体質の改善を検討しております。

　これらの施策を推進することで経営基盤の強化を図り、企業経営の安定化に努めてまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,000,000

計 7,000,000

 

②【発行済株式】

種類
 第３四半期会計期間末
 現在発行数（株）
（平成25年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年12月13日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 4,221,500 　4,221,500

東京証券取引所　

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

 単元株式数は

100株でありま

す。

計 4,221,500 4,221,500 ― ―

　（注）「提出日現在発行数」欄には、平成25年12月２日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。　

　

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　 該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

           該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
 発行済株式
 総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

 平成25年８月１日

（注） 
 4,179,285  4,221,500  －  1,139,716 －  1,405,756

　(注)　平成25年８月１日を効力発生日として、普通株式１株を100株に株式分割いたしました。　

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができません

ので、直前の基準日である平成25年７月31日現在で記載しております。 

　なお、平成25年８月１日を効力発生日として、普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行うとともに、１

単元を100株とする単元株制度を採用しておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当該株式分割及

び単元株制度による影響は考慮しておりません。　

①発行済株式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　平成25年７月31日現在

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容

 無議決権株式  －  －  －

 議決権制限株式（自己株式等）  －  －  －

 議決権制限株式（その他）  －  －  －

 完全議決権株式（自己株式等）

 （自己保有株式）

　普通株式　 　  582

　　

 －  －

 完全議決権株式（その他）  普通株式　　41,633           41,633  －

 発行済株式総数         　   42,215  －  －

 総株主の議決権  －           41,633  －

 　　（注）完全議決権株式（その他）の欄には、証券保管振替機構名義の株式が１株及びそれに係る議決権の

数１個が含まれております。

  

②自己株式等　　                                                              　 平成25年７月31日現在

 所有者の氏名又は名称  所有者の住所 
 自己名義所有

 株式数（株）

 他人名義所有

 株式数（株） 

 所有株式数の

 合計（株） 

 発行済株式総数

 に対する所有株

 式数の割合

（％） 

（自己保有株式）

 株式会社クリムゾン 

 東京都墨田区亀沢

 四丁目17番17号
582 － 582 1.37

 計  － 582 － 582 1.37

　（注）当社は平成25年８月26日付けで本社を東京都墨田区江東橋一丁目16番２号チョーギンビル８階に移転し

ております。

　

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。　

　（１）　退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役
管理本部長
兼

コンプライアンス室長
児玉　俊明 平成25年8月26日

　

　（２）　役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長
代表取締役
兼

営業本部長
姚　健 平成25年8月26日

取締役
取締役
兼

ライセンス事業部長
宮下　孝春 平成25年8月26日
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成25年８月１日から平成25

年10月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年２月１日から平成25年10月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、ケイブリッジ公認会計士共同事務所の生明真公認会計士および森智広公認会計士による四半期レビューを受

けております。

　　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年１月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 52,285 20,923

受取手形及び売掛金
※1 279,598 ※1 127,988

たな卸資産 129,705 159,048

その他 34,011 50,031

貸倒引当金 △8,604 △7,321

流動資産合計 486,995 350,671

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 103,824 13,333

土地 132,216 10,731

その他（純額） 2,932 2,702

有形固定資産合計 238,972 26,767

無形固定資産 31,429 13,001

投資その他の資産

未収還付法人税等 109,226 109,226

その他 41,596 19,466

貸倒引当金 △3,833 △4,144

投資その他の資産合計 146,989 124,548

固定資産合計 417,392 164,318

資産合計 904,387 514,990

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 408,598 521,829

短期借入金 201,548 －

1年内返済予定の長期借入金 15,888 21,788

未払金 69,990 66,629

未払法人税等 9,372 2,710

引当金 2,217 54

資産除去債務 939 －

その他 33,398 26,592

流動負債合計 741,953 639,604

固定負債

長期借入金 28,668 －

資産除去債務 1,073 2,696

繰延税金負債 2,104 18

固定負債合計 31,846 2,714

負債合計 773,799 642,319
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年１月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年10月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,128,423 1,139,716

資本剰余金 1,394,463 1,405,756

利益剰余金 △2,313,846 △2,591,227

自己株式 △81,809 △81,809

株主資本合計 127,231 △127,563

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3,066 29

評価・換算差額等合計 3,066 29

新株予約権 290 205

純資産合計 130,587 △127,328

負債純資産合計 904,387 514,990
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成24年２月１日
　至　平成24年10月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年２月１日
　至　平成25年10月31日)

売上高 1,352,888 773,992

売上原価 832,823 670,293

売上総利益 520,064 103,699

販売費及び一般管理費 647,559 377,654

営業損失（△） △127,494 △273,955

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 410 1,115

業務受託手数料 3,178 1,225

貸倒引当金戻入額 4,922 1,283

受取保険金 － 1,800

その他 1,559 1,118

営業外収益合計 10,072 6,543

営業外費用

支払利息 6,499 3,204

為替差損 21,298 35,035

その他 1,348 981

営業外費用合計 29,145 39,221

経常損失（△） △146,567 △306,633

特別利益

投資有価証券売却益 － 14,776

新株予約権戻入益 6,212 －

固定資産売却益 － 18,878

特別利益合計 6,212 33,655

特別損失

投資有価証券評価損 11 －

固定資産売却損 － 121

固定資産除却損 － 2,746

その他 2 30

特別損失合計 13 2,897

税引前四半期純損失（△） △140,368 △275,875

法人税、住民税及び事業税 4,713 1,504

法人税等合計 4,713 1,504

四半期純損失（△） △145,082 △277,380
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【継続企業の前提に関する事項】

　当第３四半期累計期間は、世界経済の先行き不透明感や消費者の節約志向による買い控えなど個人消費が低迷する

中において、大手得意先のPB化傾向の拡大や、円安による商品原価の上昇や為替差損が発生するなど厳しい経営環境

の中で推移いたしました。その結果、売上高773,992千円、営業損失273,955千円、経常損失306,633千円、四半期純

損失277,380千円を計上いたしましたことから127,328千円の債務超過の状態となりました。

　このような状況から、継続企業の前提に重要な疑義が存在しており、収益性と財務体質の早急な改善を迫られてお

ります。

　当社は、当該状況を解消し、安定的な収益を確保できる企業体質を構築するために、営業活動では、既存ブランド

について現在のポジショニングの分析を行い、細分化することで、ブランドポートフォリオの見直しを行い、市場規

模に適した戦略を立案し収益の確保に努めてまいります。併せて、マーケット規模の確保を目指し、各得意先への提

案強化を行うことで、新規取引先の開拓などを行い、収益の確保に努めてまいります。

　また、昨今の中国における労働環境の逼迫や円安による著しいコスト上昇に対応するべく、生産供給体制の見直し

を進めており、安定的で競争力のある商品供給が可能となる仕入先の開発を行ってまいります。　

　一方、販売費及び一般管理費につきましても、引き続き様々なコスト削減の努力を行いコスト構造の改善に努めて

まいります。

　また、資金調達の手段も検討中であり、財務体質の改善を検討しております。　

　これらの施策を推進することで経営基盤の強化を図り、企業経営の安定化に努めてまいります。

　しかしながら、上記のマーケット戦略や生産供給体制の見直し効果が実現するには相当の期間が必要となると考え

られ、これらの対応策を進めている途中において、景況悪化や異常気象、また、インフレや原材料の高騰、為替変動

や中国国内における急激な環境変化等により、収益性と財務体質の改善が影響を受けるリスクが存在するため、現時

点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

　なお、四半期財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を四

半期財務諸表に反映しておりません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※１ 受取手形割引高

 
前事業年度

（平成25年１月31日）
当第３四半期会計期間
（平成25年10月31日）

受取手形割引高 23,552千円 －千円

 

　

（四半期損益計算書関係）

　　　　　該当事項はありません。

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

　　　　期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

 
前第３四半期累計期間
（自 平成24年２月１日
至 平成24年10月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成25年２月１日
至 平成25年10月31日）

減価償却費 37,824千円 24,697千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成24年２月１日　至　平成24年10月31日）

配当に関する事項

　(１)配当金支払額

　　　該当事項はありません。

 

　(２)基準日が当第３四半期累計期間までに属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末

後となるもの

　　　該当事項はありません。 

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成25年２月１日　至　平成25年10月31日）

配当に関する事項

　(１)配当金支払額

　　　該当事項はありません。

 

　(２)基準日が当第３四半期累計期間までに属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末

後となるもの

　　　該当事項はありません。 
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（金融商品関係）

投資有価証券及び未収入金が、前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　

前事業年度（平成25年１月31日）

科目
貸借対照

表計上額（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）投資有価証券 28,555 28,555 －

(2）未収入金 5,441 5,441 －

　

当第３四半期会計期間（平成25年10月31日）　

科目
四半期貸借対照
表計上額（千円）

時価（千円） 差額（千円）

(1）投資有価証券 74 74 －

(2）未収入金 24,186 24,186 －

（注）金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項

(1）未収入金

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。　

(2）投資有価証券

　投資有価証券の簿価について、株式は取引所の価格によっております。また、保有目的ごとの有価証券に関

する事項については、注記事項「有価証券関係」をご参照下さい。
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（有価証券関係）

その他有価証券が、前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　

その他の有価証券

 前事業年度末（平成25年１月31日）

　 種類
貸借対照表計上額
（千円）

取得原価（千円） 差額（千円）

貸借対照表計上額が取得

原価を超えるもの

(1）株式 28,327 23,154 5,173

(2）債券 　 　 　

①　国債・地方債等 － － －

②　社債 － － －

③　その他 － － －

(3）その他 － － －

小計 28,327 23,154 5,173

貸借対照表計上額が取得

原価を超えないもの

(1）株式 228 230 △2

(2）債券 　 　 　

①　国債・地方債等 － － －

②　社債 － － －

③　その他 － － －

(3）その他 － － －

小計 228 230 △2

合計 28,555 23,384 5,171

　

 当第３四半期会計期間末（平成25年10月31日）

　 種類
四半期貸借対照表計上額

（千円）
取得原価（千円） 差額（千円）

貸借対照表計上額が取得

原価を超えるもの

(1）株式 74 27 47

(2）債券 　 　 　

①　国債・地方債等 － － －

②　社債 － － －

③　その他 － － －

(3）その他 － － －

小計 74 27 47

貸借対照表計上額が取得

原価を超えないもの

(1）株式 － － －

(2）債券 　 　 　

①　国債・地方債等 － － －

②　社債 － － －

③　その他 － － －

(3）その他 － － －

小計 － － －

合計 74 27 47
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（持分法損益等）

　
前事業年度

（平成25年１月31日）
当第３四半期会計期間
（平成25年10月31日）

関連会社に対する投資の金額 －千円 －千円

持分法を適用した場合の投資の金額 － －

　

　
前第３四半期累計期間
（自　平成24年２月１日
至　平成24年10月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年２月１日
至　平成25年10月31日）

持分法を適用した場合の投資損失の金額 △22,529千円 －千円

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成24年２月１日　至　平成24年10月31日）

　　当社は、所有権及び使用権を有するブランドのアパレル繊維商品（主にカジュアルウェア）に関連する事業

　の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成25年２月１日　至　平成25年10月31日）

　　当社は、所有権及び使用権を有するブランドのアパレル繊維商品（主にカジュアルウェア）に関連する事業

　の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成24年２月１日
至　平成24年10月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年２月１日
至　平成25年10月31日）

　　１株当たり四半期純損失金額（△） △36円60銭 △67円67銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △145,082 △277,380

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）

（千円）
△145,082 △277,380

普通株式の期中平均株式数（株） 3,963,884 4,099,197

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－　 －　

（注）１.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

金額であるため記載しておりません。

　　　２.当社は、平成25年８月１日を効力発生日として、普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っておりま

す。このため、当該株式分割が前事業年度の期首に行われたと仮定して１株当たり四半期純損失金額を算定し

ております。

　

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。
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２【その他】

当社は、江蘇舜天國際集団金壇製衣有限公司により訴訟の提起を受け、当該訴訟に係る訴状の送達を受けまし

た。訴訟の概要は次のとおりです。

　　イ．訴訟の提起があった裁判所及び年月日

　　　中国　常州市中級人民法院　平成25年１月22日（当社への訴状送達日：平成25年９月９日）

　　ロ．訴訟の内容及び請求金額

　　　当社が賃借していた物流倉庫について、不払い賃料及びそれに伴う利息の支払いとして、人民元

15,737,193.75（約255,886,770.37円　１人民元を平成25年９月９日の概算レート日本円16.26円とした場合）

を、江蘇舜天國際集団金壇製衣有限公司（所在地：中華人民共和国江蘇省金壇市華城路218号）の請求を求め

る提起をしたものであります。

　　　当社といたしましては訴訟の原因は存在していないものと考えており、顧問弁護士と協議の上で原告の主張

に対して反論を行ってまいります。

　　ハ．本訴訟による金額的な影響は現時点において特段の影響はないものと判断しております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成25年12月13日

株式会社クリムゾン

取締役会 御中

                       ケイブリッジ公認会計士共同事務所

公認会計士 生明　　真　　　印　

公認会計士　森　　智広　　　印

私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クリム

ゾンの平成25年２月１日から平成26年１月31日までの第30期事業年度の第３四半期会計期間（平成25年８月1日から

平成25年10月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年２月１日から平成25年10月31日まで）に係る四半期財

務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

私たちの責任は、私たちが実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施され

る質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

私たちは、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クリムゾンの平成25年10月31日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

強調事項

継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は当第３四半期累計期間においても売上高773,992千

円、営業損失273,955千円、経常損失306,633千円、四半期純損失277,380千円を計上し、127,328千円の債務超過の

状態となったことから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる状況が存在しており、現時点では継続企業の前

提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由に

ついては当該注記に記載されている。四半期財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な

不確実性の影響は四半期財務諸表に反映されていない。

　

当該事項は、私たちの結論に影響を及ぼすものではない。

　

利害関係

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以 上    

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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